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〔同時開催〕27期生学年同窓会　会費：8,000円

　

大
雨
だ
っ
た
卒
業
式
か
ら
15
年
。
30
歳
を
超
え
た
わ
た
し

た
ち
が
集
ま
っ
た
の
は
、
快
晴
の
平
成
30
年
７
月
１
日
、
第

41
回
橿
友
会
総
会
と
26
期
生
学
年
同
窓
会
が
開
か
れ
た
会
場

で
し
た
。
ど
こ
と
な
く
緊
張
気
味
だ
っ
た
の
は
最
初
だ
け
、

す
ぐ
に
制
服
を
着
て
机
を
並
べ
て
い
た
あ
の
頃
と
何
も
変

わ
ら
な
い
笑
顔
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
お
会

い
で
き
な
か
っ
た
皆
様
よ
り
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お

披
露
目
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
90
名
を
超
え
る

大
盛
況
の
同
窓
会
と
な
っ
た
こ
と
で
、
幹
事
一
同
、
ほ
っ
と

一
息
つ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
ひ
と
え
に
、
橿
友

会
会
長
や
副
会
長
、
前
年
度
幹
事
の
先
輩
、
橿
原
観
光
ホ
テ

ル
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
そ
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
26

期
生
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

　

３
人
の
幹
事
が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
３
月
半
ば
。

「
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
―
―
イ
チ
か
ら
作

る
こ
と
が
こ
ん
な
に
難
し
い
な
ん
て
、
と
頭
を
抱
え
る
毎
日
。

な
か
な
か
時
間
が
合
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
を
決
め
て
準

備
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
何
か
忘
れ
て
い
る
こ
と
は

な
い
か
、
開
会
直
前
ま
で
不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
れ
で
も
、
あ
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
声
で
高
校
時
代
へ
と

引
き
戻
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
挨
拶

や
、
記
憶
を
掘
り
起
こ
し
て
も
ら
っ
た
橿
高
ク
イ
ズ
大
会
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

話
し
足
り
な
か
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
15
年
が
過
ぎ
、
こ
う
や
っ
て
同
級
生

と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
同
窓
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
再
び
繋
が
っ
て
も
ら

え
た
ら
幹
事
の
一
人
と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

26
期
生
同
窓
会
を
振
り
返
っ
て

竹　

村　

友　

規

同
窓
会
報
告

　

一
昨
年
度
に
同
窓
会
報
「
橿
友
」
を
刷
新

し
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
回
も
様
々

な
方
の
ご
協
力
に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
か
ら
令
和
に
な
り
新
し
い

時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
超

ス
マ
ー
ト
社
会
（Society5.o

）
の
実
現
に

向
け
人
口
知
能
（
A
I
）
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
な
ど
技
術
革
新
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
の
大
転
換
を
乗
り
越

え
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す

る
上
で
、
教
育
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
母
校
橿
原
高
校
が
こ
れ
か

ら
も
発
展
し
続
け
る
た
め
に
同
窓
会
員
が

様
々
な
支
援
や
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
会
員
数
が

増
え
る
の
に
比
例
し
て
郵
送
代
や
経
費
も
増

え
、
財
源
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
在
校
生
へ
の
支
援
や
同
窓
会
報
の
発
行

も
危
う
い
状
況
で
す
。
卒
業
生
の
皆
様
、
転

勤
さ
れ
た
恩
師
の
皆
様
、
橿
高
50
周
年
に
向

け
、
是
非
同
封
の
振
込
用
紙
に
よ
り
賛
助
金

の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
報
下
に
あ

る
広
告
費
も
大
変
あ
り
が
た
く
、
ご
協
力
の

申
し
出
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
号
発
行

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

橿
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は

母
校
の
教
育
活
動
に
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
校
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
橿
原
高
校
と
関

係
さ
れ
る
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
鋭

意
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

着
任
し
て
以
来
、
本
校
の
様
々
な
美
し
さ

に
感
動
す
る
日
々
で
す
。
特
に
「
克
己
」
と

い
う
シ
ン
プ
ル
で
強
く
美
し
い
校
訓
が
好
き

で
す
。
そ
の
凛
と
し
た
精
神
の
下
、
教
職
員

一
丸
と
な
り
、
生
徒
た
ち
が
「
挑
戦
」
す
る

こ
と
を
見
守
り
、
支
え
、
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
45
期
生
3
2
0
名
を
迎
え
、
全
校
生
徒

9
4
6
名
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
た
ち
が
令
和

元
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が

「
克
己
」
の
精
神
を
身
に
つ
け
、
先
輩
方
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
良
き
伝
統
や
校
風
を
受
け

継
ぎ
、
環
境
を
整
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
若
者

に
成
長
す
る
よ
う
、
私
た
ち
教
職
員
は
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度
も
引
き
続

き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
伝
統
校
へ
！
」

　
　

橿
友
会　
会
長　

吉
　
藤
　
行
　
二

N
ext Challengers

　
　

校
長　

相
　
知
　
美
　
佐



野
球
部
の
応
援
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今
井　
　

繁	

旧
職
員

北
林　

静
江	

旧
職
員

中
尾　

勝
一	

旧
職
員

永
井　

敏
男	

旧
職
員

西
山　
　

肇	

旧
職
員

細
川　

英
幹	

旧
職
員

松
田　

至
康	

旧
職
員

安
井　

隆
重	

旧
職
員

川
本　

眞
里	

第
1
期

松
本　

邦
夫	

第
1
期

松
村
値
加
子	

第
1
期

光
井　

尚
美	

第
1
期

宮
本　

勝
弘	

第
1
期

吉
藤　

行
二	

第
1
期

大
家　

佳
代	

第
1
期

上
田　

宗
弘	

第
1
期

藤
本　

恭
二	

第
1
期

村
井　

清
子	

第
1
期

杉
本
は
る
み	

第
1
期

小
椋　

道
代	

第
1
期

吉
田　

利
和	

第
1
期

小
椋　

一
秀	

第
1
期

Ｔ	

第
1
期

豊
川　

吉
史	

第
2
期

伏
見
多
佳
世	

第
2
期

松
石　

増
代	

第
2
期

村
上　

和
美	

第
2
期

狩
野　

晃
三	

第
2
期

西
村　

雅
子	

第
2
期

松
本　

信
吾	

第
2
期

大
本　

修
身	

第
2
期

亀
田　

浩
二	

第
2
期

福
光　

法
仁	

第
2
期

江
國　

美
佐	

第
3
期

寺
田　

和
正	

第
3
期

結
城　
　

保	

第
3
期

大
垣　

雅
裕	

第
3
期

太
田　

誠
子	

第
3
期

吉
川　

正
博	

第
4
期

西
岡　

英
雄	

第
4
期

岡
村　

啓
司	

第
4
期

門
間　

秀
光	

第
4
期

松
井　

康
守	

第
4
期

上
林
佐
妃
子	

第
4
期

岡
田　

由
江	

第
5
期

勝
又　
　

久	

第
5
期

坂
上　

義
次	

第
5
期

島
中　
　

毅	

第
6
期

和
田　
　

到	

第
6
期

幸
田　

久
一	

第
6
期

樋
浦　

義
浩	

第
6
期

高
岡　

美
加	

第
6
期

仁
賀
木
三
恵	

第
7
期

宮
脇　
　

渉	

第
8
期

上
田　

麻
子	

第
8
期

西
岡　

正
朝	

第
8
期

奥
村　

美
晴	

第
9
期

南　
　

勝
清	

第
9
期

馬
場　

誠
司	

第
9
期

堤　
　

達
哉	

第
9
期

橋
本　
　

修	

第
10
期

上
村　

乃
太	

第
10
期

小
西　

国
雄	

第
10
期

駒
井
八
重
子	

第
10
期

森
脇　

三
浩	

第
11
期

安
部　

隆
幸	

第
11
期

辻
村　

生
吾	

第
11
期

東　
　

昭
嘉	

第
12
期

坂
本　

香
織	

第
12
期

小
西　

祥
幹	

第
12
期

藤
田　

美
紀	

第
12
期

安
井　
　

晶	

第
12
期

青
木　

隆
治	

第
13
期

那
須
永
美
子	

第
13
期

渡
辺　

真
弓	

第
13
期

橋
本　

勝
也	

第
13
期

吉
山　

史
子	

第
13
期

山
内　
　

浩	

第
14
期

橋
詰　

由
治	

第
14
期

丹
羽　

修
一	

第
14
期

吉
川　

孝
次	

第
14
期

浦　
　

基
朗	

第
15
期

久
保
田
有
紀	

第
16
期

横
山　
　

豊	

第
17
期

光
冨　

俊
之	

第
18
期

柳　
　

智
之	

第
18
期

志
野　

貴
央	

第
19
期

小
笠
原
満
梨
衣	

第
19
期

井
上　

栄
次	

第
20
期

小
西　

史
顕	

第
20
期

鍵
澤　
　

学	

第
20
期

安
井　
　

渚	

第
21
期

萬
世　

久
美	

第
23
期

米
田　

晃
士	

第
24
期

古
川　

泰
己	

第
24
期

西
峯　

由
実	

第
25
期

大
勝　

千
歌	

第
25
期

長
見　

圭
祐	

第
26
期

廣
岡　

朋
之	

第
26
期

西
峯　

久
実	

第
28
期

𠮷
川
奈
津
子	

第
28
期

小
椋　

由
樹	

第
29
期

太
田　

智
子	

第
30
期

尾
田　

交
之	

第
31
期

當
麻　

顯
壽	

第
34
期

大
谷　
　

葵	

第
35
期

晒
谷　
　

瞳	

第
35
期

岡
島
英
里
佳	

第
36
期

桐
原　

陽
子	

第
36
期

杉
﨑　

隼
也	

第
38
期

伴
野　

杏
奈	

第
38
期

松
田　
　

光	

第
38
期

峠
谷　
　

剣	

第
39
期

幸
田　

茉
子	

第
41
期

松
田　

宥
也	

第
41
期

匿
名	

　

1
名

　

10
月
27
日
朝
8
時
、
秋
季
近
畿
大
会
出
場

を
決
め
た
野
球
部
の
応
援
に
、
2
台
の
バ
ス

で
橿
高
を
出
発
し
、「
ほ
っ
と
も
っ
と
フ
ィ
ー

ル
ド
神
戸
」
球
場
へ
。

　

19
年
ぶ
り
の
甲
子
園
を
目

指
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
予

定
よ
り
2
時
間
遅
れ
で
、
春

夏
連
覇
の
超
高
校
級
野
球
部

の
大
阪
桐
蔭
と
対
戦
で
す
。

　

橿
高
の
気
合
の
入
っ
た
力

強
い
円
陣
で
先
攻
。
1
回
は

両
者
と
も
き
っ
ち
り
守
り
0

点
。

　

2
回
3
回
と
橿
高
は
ヒ
ッ

ト
で
出
塁
す
る
も
得
点
に
は

結
び
つ
か
ず
、
じ
わ
じ
わ
と

桐
蔭
の
ペ
ー
ス
に
。

　

ヒ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
で

4
点
取
ら
れ
、「
し
っ
か
り

声
出
し
て
、
落
ち
着
い
て
～
」

と
、
一
期
生
最
年
長
応
援
団

も
頑
張
っ
た
の
で
す
が
、
連

打
で
点
を
奪
わ
れ
、
結
果
は

残
念
な
が
ら
負
け
。（
涙
）

　

両
チ
ー
ム
と
も
エ
ラ
ー
も

殆
ど
な
く
、
堅
い
守
備
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
堂
々
と

し
た
爽
や
か
な
高
校
球
児
た

ち
に
感
激
！！

　

応
援
も
吹
奏
楽
に
合
わ
せ

て
、
代
打
ソ
ン
グ
を
合
唱
し

た
り
、
橿
高
う
ち
わ
を
振
っ

た
り
叩
い
た
り
、
大
盛
り
上

が
り
。

　

今
日
の
試
合
で
、
気
分
は
高
校
生
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
県
立
高
校
の
星
と
し
て
甲
子

園
に
行
け
る
よ
う
に
、同
窓
生
一
丸
と
な
り
、

ま
だ
ま
だ
応
援
し
ま
す
よ
ー
。

　

野
球
部
員
の
き
び
き
び
と
し
た
試
合
と
、

ス
タ
ン
ド
野
球
部
員
、
吹
奏
楽
部
員
、
教
職

員
、
P
T
A
、
後
援
会
、
近
隣
の
方
々
、
同

窓
会
が
一
つ
に
な
り
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
応

援
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　

応
援
に
来
ら
れ
た
方
々
が
、
応
援
団
旗
手

に
そ
っ
と
「
旗
を
持
っ
て
あ
げ
る
か
ら
水
分

を
取
り
な
さ
い
」
と
声
掛
け
く
だ
さ
っ
た
光

景
を
目
に
し
て
、
ち
ょ
っ
と
グ
ッ
と
き
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
、
感
動
の
多
い
1
日
で
し

た
。

　

橿
高
卒
業
生
の
一
員
で
あ
る
事
で
、
橿
高

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
方
と
、
こ

の
興
奮
を
共
有
で
き
た
の
は
と
て
も
幸
せ
で

す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
野

球
部
に
限
ら
ず
、
み
ん
な
で
橿
高
生
を
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
橿
高
生
が
、
夢
に
邁
進
す
る
事
を

願
い
ま
す
。

　

橿
高　

フ
ァ
イ
ト
！！

☆☆同窓会からのお願い☆☆
　
○�今年度も「橿友」を発行することが出来ました。
増加する費用を何とか切り詰めて編集をしておりますが、皆様のご支援が必要です。
��同封の「賛助金振込み用紙」で１口２千円～（何口でも）、のご協力をお願い致します。

○��なお、宛先不明で返送されてきた方、受け取り拒否の方への発送は致しません。お気
付きの際はご一報ください。

○��広告掲載料は１万円からとなります。関係者様のご協力を宜しくお願い致します。

野
球
部
　

近
畿
大
会
に

応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！！

2020年は第28期生学年同窓会開催です。28期生は第42回総会に参加してください。

平
成
30
年
度
　
賛
助
金
（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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卒業生（第42期生）の寄贈
第42期生は、卒業記念として下記の
もの（ア～ウ）を寄贈しました。

ア	体育館舞台幕一式として
	 ①	一文字幕	１張	 ②	袖 　 幕	１対
	 ③	脇　　幕	１対	 ④	カスミ幕	３張

ウ	特別教室備品として
	 暗幕（情報教室等）

イ	夏期熱中症対策として
	 大型扇風機
	 　　ビッグファン	４台

◆
退
職
・
転
出
さ
れ
た
先
生
方

◆
転
入
さ
れ
た
先
生
方

同窓会学年代表幹事
各クラス幹事

学年代表
	 矢　野　芽　吹
学年副代表
	 浦　谷　貫　誠
	 杉　田　敬　一
１組	 泉　　　和　磨
	 芝　口　ほのか
２組	 衛　藤　大　季
	 辻　岡　花　菜
３組	 田　辺　大　翔
	 荻　田　柚　菜
４組	 鈴　木　颯　太
	 松　実　　　萌
５組	 西　嶋　秀　太
	 矢　野　芽　吹
６組	 浦　谷　貫　誠
	 中　井　美　友
７組	 桑　原　　　廉
	 平　塚　怜　子
８組	 杉　田　敬　一
	 向　井　陽　菜

＊
考
古
学
研
究
部

・
日
本
考
古
学
協
会
第
84
回
総
会
研
究
発
表

（
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
参
加

（
５
／
27
）
東
京
都

＊
日
本
拳
法
部

・
第
63
回
全
国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
手
権
大
会

　
（
８
／
４
～
５
）
静
岡
県　

　

団
体
（
男
女
）・
個
人
（
男
女
）
出
場　
　

　

男
子
個
人
競
技　

ベ
ス
ト
16　
　

上
田　

尚
生

　

女
子
個
人
競
技　

第
３
位　
　
　

勝
井　

彩
葉

・
第
23
回
全
国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
抜
大
会

（
Ｈ
・
31
・
３
／
30
～
31
）
大
阪
府

　

団
体
（
男
女
）・
個
人
（
男
女
）
出
場　
　

＊
弓
道
部

・
第
37
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

（
12
／
24
～
26
）
岡
山
県

　

男
子
団
体
出
場
（
尾
井
・
平
田
・
辻
井
・
松
岡
）

＊
卓
球
部

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

（
８
／
３
～
８
）
愛
知
県

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
　

廣
橋　

晟
名

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　
　
　

廣
橋　

晟
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
満　

琉
斗

＊
吟
詠
剣
詩
舞
部

・
第
42
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

（
８
／
11
）
長
野
県

人

事

異

動

全
国
大
会
に
出
場
し

激
励
金
を
支
給
し
た
ク
ラ
ブ

平成31年度
（2019年度）

入 試 の 主 な

進 路 結 果

国立大学　　　　17 公立大学　　　　18

北見工業　静岡　三重　大阪　奈良教育2　和歌山　
鳥取5　徳島2　鳴門教育　熊本　宮崎

長岡造形　山梨県立　公立諏訪東京理科　滋賀県立　
大阪府立2　兵庫県立　奈良県立2　奈良県立医科2　
島根県立　岡山県立2　広島市立　下関市立　高知県
立　高知工科

関西大学	 39 関西学院大学	 6 同志社大学	 11 立命館大学	 11

京都産業大学	 10 近畿大学	 92 龍谷大学	 69 京都女子大学	 2

同志社女子大学	 9 武庫川女子大学	 16 畿央大学	 33 関西外国語大学	 11

退
職
者氏　

　

名

教　
　

科

　
　

新
所
属

本
校
勤
務
年
数

𠮷　

原　

義　

彦

校　
　

長

（
退
職
）

2

西　

田　

美　

子

国　
　

語

（
退
職
）

10

向　

井　
　
　

大

英　
　

語

（
退
職
）

7

岩　

田　

真
依
子

音　
　

楽

（
退
職
）

2

転
出
者氏　

　

名

教　
　

科

　
　

新
所
属

本
校
勤
務
年
数

倉　

田　

嘉　

人

教　
　

頭

教
育
研
究
所　

教
科
・
情
報
研
究
部
長

1

渡　

邊　
　
　

章

国　
　

語

西
の
京
高
等
学
校

1

赤　

坂　

公　

恵

地
歴
公
民

生
駒
高
等
学
校

4

辻　

元　

久　

光

数　
　

学

桜
井
高
等
学
校

8

石　

谷　

純　

一

理　
　

科

畝
傍
高
等
学
校

11

大　

島　
　
　

良

理　
　

科

桜
井
高
等
学
校

9

西　

浦　

太
衛
門

英　
　

語

橿
原
高
等
学
校　

教
頭

9

川　

﨑　

悦　

子

英　
　

語

二
階
堂
高
等
学
校

7

西　

川　

和　

美

主
任
主
査

高
田
高
等
学
校　

係
長

3

転
入
者氏　

　

名

教　
　

科

　
　

前
所
属

相　

知　

美　

佐

校　
　

長

生
徒
指
導
支
援
室
長

西　

浦　

太
衛
門

教　
　

頭

橿
原
高
等
学
校　

教
諭

遊　

木　

純　

一

国　
　

語

法
隆
寺
国
際
高
等
学
校

江　

黒　

亜
裕
美

地
理
歴
史

五
條
高
等
学
校

夛　

田　

易　

功

数　
　

学

大
淀
高
等
学
校

元　

根　

史　

雄

理　
　

科

青
翔
高
等
学
校

小　

川　

悠　

希

保
健
体
育

奈
良
情
報
商
業
高
等
学
校

髙　

野　

寛　

子

音　
　

楽

聾
学
校

額　

田　

雄
一
郎

英　
　

語

五
條
高
等
学
校

村　

上　

晴　

子

英　
　

語

関
西
中
央
高
等
学
校

森　

本　
　
　

彩

英　
　

語

高
取
国
際
高
等
学
校

辻　
　
　
　
　

求

主
任
主
査

磯
城
野
高
等
学
校

令和元年を迎え、「橿友」も第33号発行。新たに様式が変わりましたよ。
校正重ねて衣替えも、皆さんからの〝おかげさま〟
直ぐにはじっくり読めなくても保管しておいてね…。
１面の校舎の写真が良いでしょう。
ウ・ネビの山の緑萌え～（♪）これで気持ちも新年度！
さて、次号の原稿・広告募集中です。ご連絡待っています♥

｛橿友会　1期Ｍ−３｝

編
集
後
記



卒
業
生
頑
張
っ
て
ま
す
！

橿原高等学校同窓会報「橿友」 2019年６月14日　（4）第33号

24期生　森 本 尚 志

代表　岡本吉偉　okamoto yoshihide
　　　２期卒業生　陸上部

営業時間　14：00～22：00
電　　話　0744－29－3336
定 休 日　月曜日、第一／第三火曜

〒634－0063　奈良県橿原市久米町889－2　コーリンビル1F
※近鉄橿原神宮前駅中央出口より徒歩1分

（第20期）

1期卒業生　松 村 宏 則
〒634－0804　橿原市内膳町4－4－5　TEL/FAX：0744－47－3395　定休日／月曜日

株式会社　一ノ坪製作所
奈良県香芝市今泉625番地　〒639－0264
TEL 0745－76－3181　FAX 0745－76－3187
E-mail  ebisutani@ichinotsubo.co.jp

取締役
製造部長

戎谷　献児
（第２期）

　

バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
乗
務
を
続
け
る

な
か
で
、
運
転
手
に
な
り
た
い
と
の
思

い
を
強
く
持
た
れ
た
中
森
真
理
さ
ん
。

　

大
型
二
種
免
許
を
取
得
し
た
も
の
の
、

当
時
は
女
性
の
バ
ス
運
転
手
の
募
集
は

な
く
、
履
歴
書
を
送
っ
て
も
、
面
接
を

受
け
さ
せ
て
も
ら
え
ず
門
前
払
い
の
繰

り
返
し
。

　

よ
う
や
く
「
京
阪
バ
ス
」
の
運
転
手

に
採
用
さ
れ
、
初
乗
務
は
金
閣
寺
―
清

水
寺
―
平
安
神
宮
を
め
ぐ
る
４
時
間
半

の
コ
ー
ス
。「
無
我
夢
中
で
こ
な
し
ま
し

た
。」
と
笑
う
。

　
「
女
性
な
の
に
大
丈
夫
？
」
と
不
安
が

ら
れ
た
り
、
難
し
い
コ
ー
ス
は
外
さ
れ

た
り
と
悔
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
、
信

頼
さ
れ
る
運
転
手
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
き
た
。「
女
性
初
の
バ
ス
運
転
手
」
は

新
聞
・
雑
誌
・
Ｔ
Ｖ
で
も
話
題
と
な
っ
た
。

　

細
や
か
な
心
遣
い
と
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
女
性
向
き
の
仕
事
で
、

今
で
は
全
国
に
約
１,
６
０
０
名
の
女
性

バ
ス
運
転
手
が
活
躍
中
だ
。

　

中
森
さ
ん
は
、
現
在
路
線
バ
ス
を
中

心
に
関
西
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
な
ど
に

乗
務
し
て
い
る
。

　

橿
原
高
校
と

い
え
ば
最
初
に

浮
か
ぶ
言
葉
が

「
克
己
」。
困
難

が
あ
る
と
き
い

つ
も
己
と
の
戦

い
だ
と
よ
く
考

え
挑
ん
で
い
ま

す
。

　

高
校
卒
業
か
ら
京
都
の
大
学
に
進
み
、

橿
原
高
校
の
先
輩
を
筆
頭
に「P.GRO

UP

」

と
い
う
会
社
を
立
ち
上
げ
今
で
は
飲
食
店

を
６
店
舗
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
飲
食
店
の
雇
わ
れ
店

長
を
し
て
い
た
成
果
も
あ
り
、
２
０
０
６

年
24
歳
の
時
に
橿
原
に
帰
り
1
号
店
の	

cafepolkadot	

を	O
PEN
	

し
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
が
最
初
目
指
し
た
の
は
、
無

い
も
の
を
作
る
と
い
う
事
で
し
た
。
そ

の
当
時
、
橿
原
に
は
友
達
で
集
ま
れ
る

よ
う
な
イ
ケ
て
る
お
店
が
少
な
く
、
自

分
た
ち
で
新
し
い
文
化
や
情
報
を
発
信

で
き
る
場
所
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で

し
た
。

　

営
業
を
し
て
い
く
う
ち
に
地
元
の
友

達
や
先
輩
、
後
輩
達
が
、
集
ま
り
少
し

ず
つ
仲
間
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
も
地
元
の
後
輩
が
多
く
、

今
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
僕
た
ち
が
大
事
に
し
て
い

る
事
は
「
い
ち
い
ち
楽
し
む
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
。
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
、
そ
し
て
何
事
も
楽
し
む
。

　

や
り
た
い
事
を
形
に
す
る
た
め
い
ち

い
ち
楽
し
ん
で
色
ん
な
業
態
の
店
を
作

り
ま
し
た
。
橿
高
ロ
ー
ド
に
も
一
軒	

hoopla2	

と
い
う
お
店
が
あ
り
ま
す
よ　

女
性
初
の

バ
ス
運
転
手
さ
ん
は

同
窓
生
！

３
期
生
の
中
森
真
理
さ
ん
。

「い
ち
い
ち
楽
し
む
」

第
２４
期
生　

森
本
尚
志

３０
期
生
同
窓
会
幹
事
一
同

代
表　

門
前
光
治

笑
（
梅
ぞ
の
さ
ん
の
隣
）

　

cafe.

ス
ペ
イ
ン
料
理
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュPUB

、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど

多
様
種
に
渡
る
お
店
作
り
を
経
験
し
、
今

で
は
農
業
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

飲
食
業
は
大
変
で
困
難
な
仕
事
で
す

が
、
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
学
ぶ
べ

き
事
が
多
い
仕
事
で
す
。

　

飲
食
店
の
仲
間
や
お
店
も
増
え
橿
原

も
活
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

う
れ
し
い
事
に	P.GRO

U
P	

か
ら
独
立

し
て
お
店
を
し
て
い
る
子
た
ち
も
10
店

舗
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
つ
一
つ
を
大
事
に
し
、

い
ち
い
ち
楽
し
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、

そ
し
て
己
に
勝
つ
。

　

橿
原
高
校
の
精
神
は
今
で
も
僕
に
根

付
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
2
月
24
日
（
日
）
橿
原
観

光
ホ
テ
ル
に
て
学
年
同
窓
会
を
開
催
し
、

恩
師
7
名
と
同
窓
生
27
名
の
皆
様
に
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
13
年
、
私
た
ち
も
30
歳
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
の
年
に
「
あ
の

懐
か
し
の
メ
ン
バ
ー
と
ま
た
会
い
た

い
！
」
と
思
っ
た
の
が
開
催
の
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

当
日
の
参
加
人
数
は
全
体
の
1
割
に

も
満
た
な
い
人
数
で
、
少
し
寂
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
欠
席
者
か
ら

は
「
仕
事
や
子
育
て
で
、
ど
う
し
て
も

参
加
で
き
な
い
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
で
み
ん
な
頑
張
っ
て

い
る
と
い
う
証
」
で
あ
る
と
思
い
嬉
し

く
感
じ
ま
し
た
。

　

開
宴
直
後
は
、
緊
張
し
て
い
た
会
場
の

雰
囲
気
も
、
恩
師
の
登
場
や
同
窓
生
の
ス

ピ
ー
チ
等
を
通
し
て
少
し
ず
つ
ほ
ぐ
れ
、

温
か
い
雰
囲
気
の
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
全
員
で
「
橿
原
高
校
第
30
期

生
は
、
卒
業
し
て
30
年
後
、
3
0
0
人

を
目
標
に
ま
た
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
ょ

う
！！
」
と
約
束
し
ま
し
た
。
今
回
参
加
で

き
な
か
っ
た
恩
師
の
方
々
や
同
窓
生
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
御
協
力
下
さ
い
ま

し
た
橿
原
高
校
の
和
田
先
生
を
は
じ
め
、

恩
師
の
方
々
、
同
窓
生
の
皆
様
、
そ
し

て
、幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広告募集中です！


